
日本経団連（経営側） 連合（労働側）

ベア
経営環境が厳しく、
応じられる企業は
少ない

物価が上昇しており、個
人消費の活性のためにも
必要

ワーク
シェアリン
グ

雇用対策の選択肢
の１つ

正社員、非正規社員の賃
金格差の是正が先に必
要。賃下げのおそれも。

企業の内部
資金の活用

企業の将来の成長
に必要

雇用維持のために使うべ
き

雇用・賃金をめぐる労使の主な対立点

均等待遇

きちんとした最賃

直接雇用

期間の定めのない雇用

間接雇用

有期雇用

人間らしい
労働

会社名 人数
東芝 922
富士通 700

三洋電機 1200
シャープ 585
ソニー 3000
パナソニック電工 1000
日立 4000

ルネサス 1300
富士電機 2000
ＮＥＣ 1200

日本ＩＢＭ 1000
沖電気 400
ローム 1000
村田製作所 400

パイオニア 300

電機各社の
主な人員削減計画

電機労働者懇談会調べな
どから作成。一部実施分も
含む。
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日立懇

自
動
車
産
業
と
並
ぶ
、
我

が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
る
電

機
産
業
に
お
い
て
、
非
正
規

労
働
者
の
雇
用
打
ち
切
り
や

正
規
労
働
者
の
人
員
削
減
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
機
産
業
で
非
正
規
労
働

者
や
正
規
労
働
者
の
人
員
削

減
計
画
（
一
部
実
施
分
を
含

む
）
が
３
万
人
を
超
え
て
い

る
こ
と
が
、
電
機
労
働
者
懇

談
会
の
調
べ
で
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
（
１
／
24
時
点
）

さ
ら
に
三
洋
電
機
、
沖
電

気
、
ル
ネ
サ
ス
な
ど
で
は
、

非
正
規
の
削
減
に
加
え
て
正

規
社
員
に
つ
い
て
も
数
百
人

規
模
の
削
減
を
計
画
。
ソ
ニ
ー

で
は
世
界
全
体
で
一
万
六
千

人
を
超
え
る
人
減
ら
し
を
行

う
方
針
で
す
。

日
立
も
、
08
年
度
の
業
績

悪
化
を
理
由
に
、
２
０
１
０

年
３
月
末
ま
で
に
グ
ル
ー
プ

全
体
で
７
千
人
を
対
象
に
人

員
削
減
や
配
置
転
換
な
ど
を

実
施
す
る
と
発
表
（
１
月
30

日
）
し
ま
し
た
。

日
立
関
連
会
社
に
お
い
て

は
す
で
に
、
派
遣
・
期
間
工

の
解
雇
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
全
社
ビ
ラ
参
照
）
正
規
社

員
に
も
事
業
再
編
に
伴
う
職

場
移
動
や
早
期
退
職
や
帰
休

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

電
機
の
大
企
業
は
、
一
九

九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇

〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
大

リ
ス
ト
ラ
で
多
く
の
正
規
社

員
を
削
減
す
る
代
わ
り
に
、

派
遣
や
請
負
な
ど
非
正
規
労

働
者
を
大
量
に
雇
い
入
れ
、

製
造
拠
点
の
海
外
移
転
や
分

社
化
な
ど
と
併
せ
て
ば
く
大

な
も
う
け
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。電

機
大
手
の
多
く
は
、
07

年
３
月
期
に
は
バ
ブ
ル
期
を

上
回
る
利
益
を
計
上
。
08
年

３
月
期
の
連
結
決
算
で
は
、

日
立
、
東
芝
、
三
菱
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
、
富
士
通
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
、
シ
ャ
ー
プ
、
ソ
ニ
ー
、

三
洋
電
機
の
９
社
だ
け
で
内

部
留
保
（
た
め
込
み
利
益
）

が
17
兆
６
千
億
円
に
達
し
ま

し
た
。雇

用
を
確
保
し
て

賃
上
げ
も
可
能

ぼ
う
大
な
内
部
留
保
の
ほ

ん
の
一
部
を
使
え
ば
、
労
働

者
の
雇
用
を
確
保
し
、
労
働

者
の
賃
金
も
引
き
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
労
働
者
・

国
民
の
生
活
不
安
を
解
消
し

て
こ
そ
、
内
需
拡
大
に
よ
る

日
本
経
済
回
復
と
い
う
展
望

が
開
か
れ
、
企
業
業
績
の
回

復
も
図
ら
れ
ま
す
。
今
こ
そ

大
企
業
は
社
会
的
責
任
を
果

た
す
べ
き
で
す
。

大企業は社会的責任で雇用の確保を
人員削減計画－正規・非正規あわせ 電機３万人超、日立は４千人超

(1/24時点)



（
日
）
モ
ノ
づ
く
り

技
能
競
技
会

機
械
品
や
配
線
組
立
品
の
外
注

化
が
進
み
、
工
場
内
で
の
技
能
力

低
下
が
避
け
ら
れ
な
い
昨
今
。
作

業
者
の
中
か
ら
希
望
や
選
抜
に
よ

り
機
械
加
工
、
溶
接
、
配
電
盤
の

配
線
組
立
な
ど
、
８
種
類
の
技
能

競
技
会
が
開
か
れ
た
。
「
モ
ノ
づ

く
り
」
技
能
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
日
立
）

先
行
き
不
安
の
声
が

円
高
と
金
融
不
安
の
影
響
で
仕

事
量
が
減
り
、
週
休
３
日
制
や
帰

休
、
雇
い
止
め
な
ど
の
生
産
調
整

を
始
め
た
会
社
が
で
て
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
も
受
注
の
取
消
し
や

延
期
な
ど
今
後
の
仕
事
量
確
保
が

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
先
行
き
不

安
材
料
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
「
ソ

ニ
ー
の
よ
う
に
早
期
退
職
を
募
集

す
る
の
か
な
」
「
賃
下
げ
や
派
遣

切
り
が
あ
る
の
か
な
」
と
職
場
で

囁
か
れ
始
め
、
不
安
が
広
が
つ
て

い
ま
す
。

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

増
え
続
け
る
人
員
削
減

派
遣
労
働
者
の
雇
い
止
め
が
１

月
15
日
付
で
行
わ
れ
た
。
本
人
は

ま
だ
ま
だ
「
働
き
た
い
」
と
言
っ

て
い
た
。
中
に
は
、
こ
の
春
高
校

に
進
学
す
る
子
ど
も
を
も
つ
人
も

い
て
、
失
業
は
大
変
厳
し
い
と
言
っ

て
い
る
。
派
遣
元
会
社
で
は
、
１

月
に
20
名
、
２
月
に

50

名
の
削

減
だ
と
言
っ
て
い
る
。
３
月
の
年

度
末
に
は
も
っ
と
増
え
る
と
思
わ

れ
る
。
会
社
は
円
高
を
理
由
に
、

こ
の
経
済
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
と
ば

か
り
に
、
中
国
へ
の
製
品
移
管
を

大
規
模
に
進
め
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
犠
牲
に
な
る
の
は
い
つ
も

弱
い
立
場
の
労
働
者
だ
。
経
済
団

体
は
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

と
言
っ
て
る
が
、
派
遣
や
社
員
の

首
を
切
ら
ず
に
仕
事
を
分
か
ち
合

う
の
が
本
筋
で
は
な
い
か
。

（
日
立
工
機
）

経
済
危
機

今
こ
そ

組
合
の
存
在
感
を

年
明
け
よ
り
佐
和
工
場
の
社
内

食
堂
で
料
金
改
定
で
値
上
げ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
話
は
聞
い
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
買
い
置
き
の

食
券
で
何
日
か
食
べ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
人
も
。
以
前
は
福
利
厚
生

と
し
て
組
合
の
食
堂
委
員
会
が
開

か
れ
、
値
上
げ
理
由
、
や
サ
ー
ビ

ス
改
善
の
報
告
が
あ
り
職
場
で
論

議
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

一
時
金
の
個
人
成
果
反
映
分
で

も
会
社
マ
ル
投
げ
。
職
場
で
の
生

産
の
海
外
移
転
や
「
派
遣
切
り
」

に
も
無
反
応
。
ど
ん
ど
ん
「
組
合
」

が
遠
く
な
り
ま
す
。
（
日
立
工
機
）

七
千
億
円
の
赤
字
に
唖
然
！

日
立
は
、
09
年
３
月
期
の
連
結

業
績
見
通
し
を
下
方
修
正
し
、
最

終
損
益
が
10
月
に
予
想
し
た
１
５

０
億
円
の
黒
字
か
ら
７
千
億
円
の

赤
字
に
な
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

世
界
的
な
景
気
悪
化
で
薄
型
テ

レ
ビ
な
ど
す
べ
て
の
部
門
で
売
り

上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
の
が
原
因
と

述
べ
、
「
縮
小
す
る
市
場
に
対
応

す
る
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
全
体
で

７
千
人
を
配
置
転
換
・
削
減
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
７

千
億
円
の
赤
字
額
は
、
日
本
の
製

造
業
で
は
最
大
と
か
。

職
場
で

は
「
08
年
度
は
赤
字
事
業
も
改
善

し
、
今
年
度
は
大
丈
夫
と
い
っ
て

い
た
は
ず
な
の
に
」
と
脆
弱
な
経

営
に
唖
然
。
（
大
み
か
）

人
間
ド
ッ
ク

高
額
な

オ
プ
シ
ョ
ン
に
び
っ
く
り

水
戸
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
の
オ

プ
シ
ョ
ン
項
目
が
年
々
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。
男
性
で
６
項

目
、
女
性
で
７
項
目
も
あ
る
。
個

人
負
担
額
は
脳
ド
ッ
ク
の
一
万
四

千
円
は
別
格
に
し
て
も
、
そ
れ
以

外
の
オ
プ
シ
ョ
ン
全
部
で
男
性
は

約
一
万
四
千
円
、
女
性
で
約
一
万

六
千
円
に
も
な
る
。
受
け
て
お
け

ば
安
心
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
が
、

逆
に
言
う
と
個
人
負
担
一
万
二
千

円
の
基
本
検
診
だ
け
で
は
心
配
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
割
り
切
れ
な

さ
が
残
る
。
血
液
検
査
だ
け
で
済

む
前
立
腺
な
ど
は
極
力
基
本
項
目

に
含
め
て
、
自
己
負
担
を
少
な
く

で
き
な
い
も
の
か
。

日
立
健
保
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
提
携

の
一
般
病
院
リ
ス
ト
に
は
、
千
葉

や
東
京
に
は
乳
が
ん
や
肺
が
ん
は

基
本
検
診
に
含
ん
で
い
る
病
院
も

あ
り
、
電
車
代
を
使
っ
て
も
安
い

か
も
知
れ
な
い
。
乳
が
ん
検
診
は

超
音
波
検
診
よ
り
も
、
山
田
邦
子

の
公
共
広
告
機
構
の
Ｃ
Ｍ
に
あ
る

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
ほ
う
が
有
効

と
か
。
会
社
の
病
院
が
面
倒
な
し

な
の
は
確
か
だ
が
、

い
ろ
ん
な
観
点
か

ら
比
較
検
討
し
て

み
た
ほ
う
が
良
さ

そ
う
だ
。

（
大
み
か
）


